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最終頁に続く

(57)【要約】　      （修正有）
【課題】資源の浪費と環境汚染を回避する水力発電所の 
基本建設用コンクリート攪拌装置を提供する。
【解決手段】基本建設用コンクリート攪拌装置は、攪拌 
筒、排出口底板２及びシリンダを含み、攪拌筒の開口位 
置には排出口底板が固定され、出口底板の左側には、天 
板４が頂部に固定される第１リンクレバー３が固定され 
、排出口底板の右側には右側プレート５が固定されてい 
る。攪拌筒の排出口側板を可動式に設計し、シリンダの 
駆動により、調整可能な左側プレートを排出口底板の表 
面で回動させることができ、異なる寸法の装填設備に適 
合するように、開口面積を調整し、開口が大きすぎてコ 
ンクリートをこぼして、資源の浪費と環境汚染をもたら 
すことを回避する。
【選択図】図２

評価書の請求　未請求　請求項の数　6　　ＯＬ　（全7頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
攪 拌 筒 （ １ ） 、 排 出 口 底 板 （ ２ ） 及 び シ リ ン ダ （ ７ ） を 含 む 水 力 発 電 所 の 基 本 建 設 用 コ ン  
ク リ ー ト 攪 拌 装 置 で あ っ て 、
前 記 攪 拌 筒 （ １ ） の 開 口 位 置 に は 排 出 口 底 板 （ ２ ） が 固 定 さ れ 、
前 記 出 口 底 板 （ ２ ） の 左 側 に は 、 天 板 （ ４ ） が 頂 部 に 固 定 さ れ る 第 １ リ ン ク レ バ ー （ ３ ）  
が 固 定 さ れ 、
前 記 排 出 口 底 板 （ ２ ） の 右 側 に は 右 側 プ レ ー ト （ ５ ） が 固 定 さ れ 、
前 記 天 板 （ ４ ） の 表 面 に は 、 シ リ ン ダ （ ７ ） が 一 側 に 設 け ら れ る 固 定 ブ ロ ッ ク （ ６ ） が 固  
定 さ れ 、
前 記 シ リ ン ダ （ ７ ） は 、 台 座 が 固 定 ブ ロ ッ ク （ ６ ） に 回 動 可 能 に 接 続 さ れ 、 出 力 端 側 に フ  
ィ レ ッ ト ス ラ イ ダ （ ８ ） が 設 け ら れ て お り 、
前 記 フ ィ レ ッ ト ス ラ イ ダ （ ８ ） は 、 シ リ ン ダ （ ７ ） の 出 力 端 に 回 動 可 能 に 接 続 さ れ 、 円 弧  
状 シ ュ ー ト （ ９ ） の 内 部 に 設 け ら れ て お り 、
前 記 円 弧 状 シ ュ ー ト （ ９ ） は 、 フ ィ レ ッ ト ス ラ イ ダ （ ８ ） に 摺 動 可 能 に 接 続 さ れ 、
前 記 フ ィ レ ッ ト ス ラ イ ダ （ ８ ） の 底 部 側 に は 調 節 可 能 な 左 側 プ レ ー ト （ １ １ ） が 固 定 さ れ  
て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 水 力 発 電 所 の 基 本 建 設 用 コ ン ク リ ー ト 攪 拌 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 調 節 可 能 な 左 側 プ レ ー ト （ １ １ ） は 、 排 出 口 底 板 （ ２ ） の 表 面 に 設 け ら れ 、
前 記 排 出 口 底 板 （ ２ ） と 天 板 （ ４ ） と の 間 に は 、 調 節 可 能 な 左 側 プ レ ー ト （ １ １ ） に 回 動  
可 能 に 接 続 さ れ る 第 ２ リ ン ク レ バ ー （ １ ２ ） が 設 け ら れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 水 力 発 電 所 の 基 本 建 設 用 コ ン ク リ ー ト 攪 拌 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 調 節 可 能 な 左 側 プ レ ー ト （ １ １ ） の 一 側 に は 、 ス ロ ー プ （ １ ３ ） が 固 定 さ れ 、
前 記 右 側 プ レ ー ト （ ５ ） の 一 側 に も 、 ス ロ ー プ （ １ ３ ） が 固 定 さ れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 水 力 発 電 所 の 基 本 建 設 用 コ ン ク リ ー ト 攪 拌 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 調 節 可 能 な 左 側 プ レ ー ト （ １ １ ） の 端 部 に は 連 結 ブ ロ ッ ク （ １ ４ ） が 設 け ら れ 、
前 記 連 結 ブ ロ ッ ク （ １ ４ ） の 一 側 に は 、 回 動 可 能 に 接 続 さ れ る ス ト ッ パ ブ ロ ッ ク （ １ ５ ）  
が 設 け ら れ て お り 、
前 記 ス ト ッ パ ブ ロ ッ ク （ １ ５ ） も ス ト ッ パ 溝 （ １ ６ ） の 内 部 に 設 け ら れ 、
前 記 ス ト ッ パ 溝 （ １ ６ ） は 、 ス ト ッ パ ブ ロ ッ ク （ １ ５ ） に 摺 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 水 力 発 電 所 の 基 本 建 設 用 コ ン ク リ ー ト 攪 拌 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 攪 拌 筒 （ １ ） の 底 部 に は 支 持 フ レ ー ム （ １ ７ ） が 固 定 さ れ 、
前 記 支 持 フ レ ー ム （ １ ７ ） の 底 部 に は 複 数 の キ ャ ス タ ー （ １ ８ ） が 固 定 さ れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 水 力 発 電 所 の 基 本 建 設 用 コ ン ク リ ー ト 攪 拌 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 排 出 口 底 板 （ ２ ） の 表 面 に は 流 速 セ ン サ （ １ ０ ） が 設 け ら れ 、
前 記 支 持 フ レ ー ム （ １ ７ ） の 表 面 に は 、 流 速 セ ン サ （ １ ０ ） に 電 気 的 に 接 続 さ れ る と と も  
に 、 シ リ ン ダ （ ７ ） に 電 気 的 に 接 続 さ れ る コ ン ト ロ ー ラ （ １ ９ ） が 設 け ら れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 水 力 発 電 所 の 基 本 建 設 用 コ ン ク リ ー ト 攪 拌 装 置 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 実 用 新 案 は 、 建 築 工 事 技 術 分 野 に 属 し 、 具 体 的 に 、 水 力 発 電 所 の 基 本 建 設 用 コ ン ク リ ー  
ト 攪 拌 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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コ ン ク リ ー ト は 、 セ メ ン ト 、 微 粉 炭 灰 、 ス ラ グ 、 石 灰 石 な ど の 材 料 か ら 作 ら れ た 建 築 材 料  
で あ り 、 家 屋 、 橋 梁 、 路 面 、 水 利 工 事 な ど の 建 設 に よ く 用 い ら れ る 。 コ ン ク リ ー ト の 攪 拌  
に は 、 手 動 攪 拌 と 機 械 攪 拌 の ２ 種 類 が あ る 。 手 動 攪 拌 は 作 業 者 が 鋤 や ハ ン マ ー で 材 料 を 混  
合 す る 必 要 が あ り 、 機 械 攪 拌 は コ ン ク リ ー ト 攪 拌 機 で 材 料 を 混 合 す る 必 要 が あ る 。 機 械 攪  
拌 は 相 対 的 に 効 率 が 高 く 、 混 合 均 一 性 が よ り 良 い た め 、 広 く 採 用 さ れ て お り 、 コ ン ク リ ー  
ト の 成 分 割 合 は 重 要 な 要 素 の 一 つ で あ り 、 そ の う ち 、 セ メ ン ト と 骨 材 の 割 合 が 重 要 で あ る  
。 セ メ ン ト の 品 質 は コ ン ク リ ー ト の 強 度 と 耐 久 性 を 決 定 す る た め 、 セ メ ン ト を 選 択 す る 際  
に 、 品 質 と 基 準 に 注 意 す る 必 要 が あ る 。 骨 材 （ 例 え ば 砂 利 、 砂 ） の 大 き さ の 割 合 も コ ン ク  
リ ー ト の 強 度 と 構 造 に 影 響 を 与 え 、 水 力 発 電 所 の 建 設 中 に 、 攪 拌 装 置 を 用 い て 現 場 の コ ン  
ク リ ー ト を 攪 拌 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
既 存 の コ ン ク リ ー ト 攪 拌 装 置 の 使 用 中 に 、 排 出 口 の 開 口 寸 法 を 調 整 で き ず 、 異 な る 型 番 の  
装 填 設 備 に 適 合 で き ず 、 コ ン ク リ ー ト を こ ぼ し て 、 資 源 の 浪 費 を も た ら し 、 現 場 環 境 に 影  
響 を 与 え る た め 、 水 力 発 電 所 の 基 本 建 設 用 コ ン ク リ ー ト 攪 拌 装 置 を 提 案 す る 。
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 実 用 新 案 の 目 的 は 、 上 述 の 背 景 技 術 に お い て 提 案 さ れ た 排 出 口 の 開 口 寸 法 を 調 整 で き ず  
、 異 な る 型 番 の 装 填 設 備 に 適 合 で き ず 、 コ ン ク リ ー ト を こ ぼ し て 、 資 源 の 浪 費 を も た ら し  
、 現 場 環 境 に 影 響 を 与 え る と い う 問 題 を 解 決 す る た め に 、 水 力 発 電 所 の 基 本 建 設 用 コ ン ク  
リ ー ト 攪 拌 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 記 の 目 的 を 実 現 す る た め に 、 本 実 用 新 案 は 、 下 記 の 技 術 案 を 提 供 し て い る 。
本 実 用 新 案 に 係 る 水 力 発 電 所 の 基 本 建 設 用 コ ン ク リ ー ト 攪 拌 装 置 は 、 攪 拌 筒 、 排 出 口 底 板  
及 び シ リ ン ダ を 含 み 、 前 記 攪 拌 筒 の 開 口 位 置 に は 排 出 口 底 板 が 固 定 さ れ 、 前 記 排 出 口 底 板  
の 左 側 に は 、 天 板 が 頂 部 に 固 定 さ れ る 第 １ リ ン ク レ バ ー が 固 定 さ れ 、 前 記 排 出 口 底 板 の 右  
側 に は 右 側 プ レ ー ト が 固 定 さ れ 、 前 記 天 板 の 表 面 に は 、 シ リ ン ダ が 一 側 に 設 け ら れ る 固 定  
ブ ロ ッ ク が 固 定 さ れ 、 前 記 シ リ ン ダ は 、 台 座 が 固 定 ブ ロ ッ ク に 回 動 可 能 に 接 続 さ れ 、 出 力  
端 側 に フ ィ レ ッ ト ス ラ イ ダ が 設 け ら れ て お り 、 前 記 フ ィ レ ッ ト ス ラ イ ダ は 、 シ リ ン ダ の 出  
力 端 に 回 動 可 能 に 接 続 さ れ 、 円 弧 状 シ ュ ー ト の 内 部 に 設 け ら れ て お り 、 前 記 円 弧 状 シ ュ ー  
ト は 、 フ ィ レ ッ ト ス ラ イ ダ に 摺 動 可 能 に 接 続 さ れ 、 前 記 フ ィ レ ッ ト ス ラ イ ダ の 底 部 側 に は  
調 節 可 能 な 左 側 プ レ ー ト が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
好 ま し く は 、 前 記 調 節 可 能 な 左 側 プ レ ー ト は 、 排 出 口 底 板 の 表 面 に 設 け ら れ 、 前 記 排 出 口  
底 板 と 天 板 と の 間 に は 、 調 節 可 能 な 左 側 プ レ ー ト に 回 動 可 能 に 接 続 さ れ る 第 ２ リ ン ク レ バ  
ー が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
好 ま し く は 、 前 記 調 節 可 能 な 左 側 プ レ ー ト の 一 側 に は 、 ス ロ ー プ が 固 定 さ れ 、 前 記 右 側 プ  
レ ー ト の 一 側 に も 、 ス ロ ー プ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
好 ま し く は 、 前 記 調 節 可 能 な 左 側 プ レ ー ト の 端 部 に は 連 結 ブ ロ ッ ク が 設 け ら れ 、 前 記 連 結  
ブ ロ ッ ク の 一 側 に は 、 回 動 可 能 に 接 続 さ れ る ス ト ッ パ ブ ロ ッ ク が 設 け ら れ て お り 、 前 記 ス  
ト ッ パ ブ ロ ッ ク も ス ト ッ パ 溝 の 内 部 に 設 け ら れ 、 前 記 ス ト ッ パ 溝 は 、 ス ト ッ パ ブ ロ ッ ク に  
摺 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
好 ま し く は 、 前 記 攪 拌 筒 の 底 部 に は 支 持 フ レ ー ム が 固 定 さ れ 、 前 記 支 持 フ レ ー ム の 底 部 に  
は 複 数 の キ ャ ス タ ー が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
好 ま し く は 、 前 記 排 出 口 底 板 の 表 面 に は 流 速 セ ン サ が 設 け ら れ 、 前 記 支 持 フ レ ー ム の 表 面  
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に は 、 流 速 セ ン サ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る と と も に 、 シ リ ン ダ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る コ ン ト  
ロ ー ラ が 設 け ら れ て い る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
従 来 技 術 と 比 較 し て 、 本 実 用 新 案 の 有 益 な 効 果 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。
１ 、 本 実 用 新 案 は 、 攪 拌 筒 の 排 出 口 側 板 を 可 動 式 に 設 計 し 、 シ リ ン ダ の 駆 動 に よ り 、 調 整  
可 能 な 左 側 プ レ ー ト を 排 出 口 底 板 の 表 面 で 回 動 さ せ る こ と が で き 、 異 な る 寸 法 の 装 填 設 備  
に 適 合 す る よ う に 、 開 口 面 積 を 調 整 し 、 開 口 が 大 き す ぎ て コ ン ク リ ー ト を 地 面 と 仕 込 み 機  
械 筐 体 の 表 面 に こ ぼ し て 、 資 源 の 浪 費 と 環 境 汚 染 を も た ら す こ と を 回 避 す る こ と で 、 本 設  
備 の 適 用 性 と 実 用 性 を 効 果 的 に 増 加 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
２ 、 設 置 さ れ た 流 速 セ ン サ に よ っ て 、 排 出 口 内 部 の コ ン ク リ ー ト の 流 速 を 持 続 的 に 監 視 し  
、 流 速 が 速 す ぎ る と 、 流 速 情 報 を コ ン ト ロ ー ラ に 伝 達 し 、 シ リ ン ダ の 伸 縮 を 制 御 す る こ と  
が で き 、 こ れ に よ り 、 排 出 口 の 開 口 を 大 き く し 、 材 料 の 仕 込 み が 速 す ぎ て 開 口 が 塞 が っ て  
、 攪 拌 機 の 故 障 を 引 き 起 こ す こ と を 回 避 し 、 本 設 備 の 使 用 寿 命 を 効 果 的 に 高 め る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 実 用 新 案 の 全 体 構 造 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 用 新 案 に 係 る 排 出 口 の 分 解 構 造 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 用 新 案 に 係 る シ リ ン ダ 構 造 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 用 新 案 に 係 る 排 出 口 底 部 構 造 の 模 式 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
以 下 、 本 実 用 新 案 に お け る 図 面 を 参 照 し て 、 本 実 用 新 案 の 技 術 案 を 明 確 に 、 完 全 に 説 明 す  
る 。 明 ら か に 、 説 明 さ れ た 実 施 例 は 、 本 実 用 新 案 の 一 部 の 実 施 例 に す ぎ ず 、 す べ て の 実 施  
例 で は な い 。 本 実 用 新 案 に お け る 実 施 例 に 基 づ い て 、 当 業 者 は 、 創 造 的 な 労 働 を 行 う こ と  
な く 取 得 し た 他 の す べ て の 実 施 例 は 、 本 願 の 保 護 範 囲 に 属 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ ～ ４ を 参 照 す る と 、 本 実 用 新 案 は 、 以 下 の よ う な 技 術 案 を 提 供 し て い る 。 本 実 用 新 案  
に 係 る 水 力 発 電 所 の 基 本 建 設 用 コ ン ク リ ー ト 攪 拌 装 置 は 、 攪 拌 筒 １ 、 排 出 口 底 板 ２ 及 び シ  
リ ン ダ ７ を 含 み 、 攪 拌 筒 １ の 開 口 位 置 に は 排 出 口 底 板 ２ が 固 定 さ れ 、 排 出 口 底 板 ２ の 左 側  
に は 、 天 板 ４ が 頂 部 に 固 定 さ れ る 第 １ リ ン ク レ バ ー ３ が 固 定 さ れ 、 排 出 口 底 板 ２ の 右 側 に  
は 右 側 プ レ ー ト ５ が 固 定 さ れ 、 天 板 ４ の 表 面 に は 、 シ リ ン ダ ７ が 一 側 に 設 け ら れ る 固 定 ブ  
ロ ッ ク ６ が 固 定 さ れ 、 シ リ ン ダ ７ は 、 台 座 が 固 定 ブ ロ ッ ク ６ に 回 動 可 能 に 接 続 さ れ 、 出 力  
端 側 に フ ィ レ ッ ト ス ラ イ ダ ８ が 設 け ら れ て お り 、 フ ィ レ ッ ト ス ラ イ ダ ８ は 、 シ リ ン ダ ７ の  
出 力 端 に 回 動 可 能 に 接 続 さ れ 、 円 弧 状 シ ュ ー ト ９ の 内 部 に 設 け ら れ て お り 、 円 弧 状 シ ュ ー  
ト ９ は 、 フ ィ レ ッ ト ス ラ イ ダ ８ に 摺 動 可 能 に 接 続 さ れ 、 フ ィ レ ッ ト ス ラ イ ダ ８ の 底 部 側 に  
は 調 節 可 能 な 左 側 プ レ ー ト １ １ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 実 施 形 態 で は 、 コ ン ク リ ー ト の 攪 拌 前 に 、 セ メ ン ト 、 微 粉 炭 灰 な ど の 原 料 を 攪 拌 筒 １ 内  
部 に 投 入 す る 後 に 攪 拌 羽 根 車 を 起 動 し 、 水 を 比 例 的 に 添 加 し た 直 後 、 攪 拌 を 開 始 す る こ と  
が で き 、 攪 拌 が 完 了 す る と 、 開 口 部 位 を 開 放 し て 材 料 を 供 給 す る こ と が で き る 。 装 填 設 備  
の 入 口 が 小 さ す ぎ て 現 在 の 攪 拌 装 置 の 初 期 開 口 に 適 合 し な い 場 合 に 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ９ に  
よ っ て シ リ ン ダ ７ を 起 動 し て 、 そ の 出 力 端 を 収 縮 す る こ と で フ ィ レ ッ ト ス ラ イ ダ ８ の 下 の  
円 弧 状 シ ュ ー ト ９ の 内 部 を 左 か ら 右 に ス ラ イ ド さ せ 、 さ ら に 調 整 可 能 な 左 側 プ レ ー ト １ １  
を 、 第 ２ リ ン ク レ バ ー １ ２ を 軸 と し て 左 か ら 右 に 回 動 さ せ 、 下 方 の 連 結 ブ ロ ッ ク １ ４ を 回  
動 さ せ 、 さ ら に ス ト ッ パ ブ ロ ッ ク １ ５ を ス ト ッ パ 溝 １ ６ の 内 部 で ス ラ イ ド さ せ 、 最 終 的 に  
調 整 可 能 な 左 側 プ レ ー ト １ １ と 右 側 プ レ ー ト ５ の 相 対 的 な 間 隔 を 減 少 し 、 排 出 口 開 口 も そ  
れ に 伴 っ て 減 少 す る 。 開 口 寸 法 が 現 在 の 装 填 設 備 の 開 口 に 適 合 す る と 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ９  
を 調 整 し て シ リ ン ダ ７ の 収 縮 を 停 止 さ せ て 、 開 口 寸 法 を 安 定 さ せ る こ と が で き る 。 本 実 用  
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新 案 は 、 攪 拌 筒 １ の 排 出 口 側 板 ２ を 可 動 式 に 設 計 し 、 シ リ ン ダ ７ の 駆 動 に よ り 、 調 整 可 能  
な 左 側 プ レ ー ト １ １ を 排 出 口 底 板 ２ の 表 面 で 回 動 さ せ る こ と が で き 、 異 な る 寸 法 の 装 填 設  
備 に 適 合 す る よ う に 、 開 口 面 積 を 調 整 し 、 開 口 が 大 き す ぎ て コ ン ク リ ー ト を 地 面 と 仕 込 み  
機 械 筐 体 の 表 面 に こ ぼ し て 、 資 源 の 浪 費 と 環 境 汚 染 を も た ら す こ と を 回 避 す る こ と で 、 本  
設 備 の 適 用 性 と 実 用 性 を 効 果 的 に 増 加 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
具 体 的 に 、 調 節 可 能 な 左 側 プ レ ー ト １ １ は 、 排 出 口 底 板 ２ の 表 面 に 設 け ら れ 、 排 出 口 底 板  
２ と 天 板 ４ と の 間 に は 、 調 節 可 能 な 左 側 プ レ ー ト １ １ に 回 動 可 能 に 接 続 さ れ る 第 ２ リ ン ク  
レ バ ー １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 調 節 可 能 な 左 側 プ レ ー ト １ １ の 一 側 に は 、 ス ロ ー プ １ ３ が  
固 定 さ れ 、 右 側 プ レ ー ト ５ の 一 側 に も 、 ス ロ ー プ １ ３ が 固 定 さ れ て い る 。 調 節 可 能 な 左 側  
プ レ ー ト １ １ の 端 部 に は 連 結 ブ ロ ッ ク １ ４ が 設 け ら れ 、 連 結 ブ ロ ッ ク １ ４ の 一 側 に は 、 回  
動 可 能 に 接 続 さ れ る ス ト ッ パ ブ ロ ッ ク １ ５ が 設 け ら れ て お り 、 ス ト ッ パ ブ ロ ッ ク １ ５ も ス  
ト ッ パ 溝 １ ６ の 内 部 に 設 け ら れ 、 ス ト ッ パ 溝 １ ６ は 、 ス ト ッ パ ブ ロ ッ ク １ ５ に 摺 動 可 能 に  
接 続 さ れ て い る 。 攪 拌 筒 １ の 底 部 に は 支 持 フ レ ー ム １ ７ が 固 定 さ れ 、 支 持 フ レ ー ム １ ７ の  
底 部 に は 複 数 の キ ャ ス タ ー １ ８ が 固 定 さ れ て い る 。 排 出 口 底 板 ２ の 表 面 に は 流 速 セ ン サ １  
０ が 設 け ら れ 、 支 持 フ レ ー ム １ ７ の 表 面 に は 、 流 速 セ ン サ １ ０ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る と と  
も に 、 シ リ ン ダ ７ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る コ ン ト ロ ー ラ １ ９ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 実 施 例 に お い て 、 設 置 さ れ た 流 速 セ ン サ １ ０ に よ っ て 、 排 出 口 内 部 の コ ン ク リ ー ト の 流  
速 を 持 続 的 に 監 視 し 、 流 速 が 速 す ぎ る と 、 流 速 情 報 を コ ン ト ロ ー ラ １ ９ に 伝 達 し 、 シ リ ン  
ダ ７ の 伸 縮 を 制 御 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 排 出 口 の 開 口 を 大 き く し 、 材 料 の 仕 込 み  
が 速 す ぎ て 開 口 が 塞 が っ て 、 攪 拌 機 の 故 障 を 引 き 起 こ す こ と を 回 避 し 、 本 設 備 の 使 用 寿 命  
を 効 果 的 に 高 め る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 実 用 新 案 の 実 施 例 が 既 に 示 さ れ 説 明 さ れ て い る が 、 当 業 者 に と っ て 、 本 実 用 新 案 の 原 理  
と 精 神 を 逸 脱 し な い 場 合 に 、 こ れ ら の 実 施 例 を 様 々 な 変 更 、 修 正 、 置 換 、 お よ び 変 形 す る  
こ と が で き 、 本 実 用 新 案 の 範 囲 は 添 付 し た 請 求 の 範 囲 お よ び そ の 均 等 物 に よ っ て 限 定 さ れ  
る こ と が 理 解 さ れ 得 る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
１   攪 拌 筒
２   排 出 口 底 板
３   第 １ リ ン ク レ バ ー
４   天 板
５   右 側 プ レ ー ト
６   固 定 ブ ロ ッ ク
７   シ リ ン ダ
８   フ ィ レ ッ ト ス ラ イ ダ
９   円 弧 シ ュ ー ト
１ ０   流 速 セ ン サ
１ １   調 節 可 能 な 左 側 プ レ ー ト
１ ２   第 ２ リ ン ク レ バ ー
１ ３   ス ロ ー プ
１ ４   連 結 ブ ロ ッ ク
１ ５   ス ト ッ パ ブ ロ ッ ク
１ ６   ス ト ッ パ 溝
１ ７   支 持 フ レ ー ム
１ ８   キ ャ ス タ ー
１ ９   コ ン ト ロ ー ラ
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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